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衆
議
院
議
員
三
日
月
大
造
君
提
出
株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
及
び
産
廃

特
措
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
以
下
「
ア
ー
ル
・
デ
ィ
」
と
い

う
。
）
に
対
し
、
平
成
十
三
年
十
二
月
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七

号
）
第
十
五
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
浸
透
水
の
水
処
理
設
備
の
設
置
等
の
改
善
を
命
じ
、
平
成
十
八
年
四
月
に
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
六
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
安
定

型
産
業
廃
棄
物
以
外
の
産
業
廃
棄
物
の
撤
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
年
五
月
に
、
廃

棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
埋
立
廃
棄
物
で
汚
染
さ
れ
た
浸
透
水
に
よ
る
周
辺
地
下
水
の
汚
染
の
お
そ

れ
の
防
止
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
県
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

一



平
成
十
八
年
十
二
月
に
、
地
域
住
民
の
代
表
や
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
平
成
二
十
年
三
月
に
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障

の
除
去
等
の
基
本
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
報
告
書
が
同
委
員
会
に
よ
り
示
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

環
境
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
本
件
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
同
県
よ
り
情
報
の
提
供
を
受
け
て
お
り
、
技
術
的
な
助
言

等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

ア
ー
ル
・
デ
ィ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
お
け
る
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
の
除
去
等
に
向
け
た
対
策
工
事
（
以
下

「
対
策
工
事
」
と
い
う
。
）
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
滋
賀
県
知
事
が
自
ら
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
環
境
省
と
し
て
は
、
対
策
工
事
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
同
県
に
対
し
技
術
的

な
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

滋
賀
県
が
、
今
後
、
特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十

八
号
。
以
下
「
産
廃
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等
の

二



実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
に
協
議
し
て
き
た
場
合
に
は
、
当
該
実
施

計
画
が
産
廃
特
措
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
即
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
同
意
す
る
こ
と

と
な
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
三
月
に
、
ア
ー
ル
・
デ
ィ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
お
け
る
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
の
除
去
等
の
基
本
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
報
告
書
が
「
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員
会
」
に
よ
り

示
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
今
後
、
同
報
告
書
を
受
け
て
同
県
が
作
成
す
る
実
施
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
受
け
た
場

合
に
は
、
環
境
省
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

環
境
省
と
し
て
は
、
現
段
階
で
は
、
滋
賀
県
か
ら
実
施
計
画
に
つ
い
て
の
協
議
を
受
け
て
お
ら
ず
、
産
廃
特
措
法
が
効
力

を
失
う
前
に
対
策
工
事
が
完
了
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
並
び
に
二
の
�
に
つ
い
て

産
廃
特
措
法
は
、
平
成
十
年
六
月
十
七
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
分
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等

三



を
、
財
政
的
支
援
等
に
よ
り
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
産
廃
特
措
法
制
定
当
時
に

お
い
て
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
事
案
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
の
期
限
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
で
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
失
効
期
日
を
設
け
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
及
び
第
十
九
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
措
置

は
、
国
か
ら
の
財
政
的
支
援
等
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
と
い
う
廃
棄
物

処
理
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お
い
て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
実
施
件
数
、
除
去
量
、
総
事
業
額
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
産
廃
特
措
法
第

四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
同
意
し
た
実
施
計
画
に
関
し
て
お
答
え
す
れ
ば
、
年
度
別
件
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
度
は
三
件
、
平
成
十
六
年
度
は
三
件
、
平
成
十
七
年
度
は
二
件
、
平
成
十
八
年
度
は
一
件
、
平
成
十
九
年
度
は

二
件
で
あ
り
、
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
支
障
除
去
の
対
象
と
な
る
廃
棄
物
の
総
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
は
約
百

四
十
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
平
成
十
六
年
度
は
約
百
十
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
平
成
十
七
年
度
は
約
百
二
十
一
万
立
方
メ
ー

四



ト
ル
、
平
成
十
八
年
度
は
約
百
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
平
成
十
九
年
度
は
約
百
六
十
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
実
施
計

画
に
記
載
さ
れ
た
総
事
業
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
は
約
八
百
八
十
八
億
円
、
平
成
十
六
年
度
は
約
三
十
一
億
円
、

平
成
十
七
年
度
は
約
七
十
三
億
円
、
平
成
十
八
年
度
は
約
三
十
一
億
円
、
平
成
十
九
年
度
は
約
百
四
十
二
億
円
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
事
業
分
ま
で
に
つ
い
て
お
答
え
す
れ
ば
、
香
川
県
土
庄
町
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が

負
担
し
た
額
は
約
五
十
八
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は
約
五
十

三
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
青
森
県
田
子
町
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
六
十
五
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し

た
額
は
約
五
十
七
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
自
治
体
及
び
国
以
外
の
者
が
負

担
し
た
額
は
約
四
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
〇
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
岩
手
県
二
戸
市
に
お
け

る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
三
十
七
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
五
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は
約
三
十
二
億
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
自
治
体

及
び
国
以
外
の
者
が
負
担
し
た
額
は
約
九
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
〇
・
〇
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

五



山
梨
県
須
玉
町
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
一
億
三
千
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め

る
割
合
は
約
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は
約
六
千
四
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
三
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
秋
田
県
能
代
市
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
十
四
億
円
、
そ
の

総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は
約
六
億
八
千
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る

割
合
は
約
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
三
重
県
桑
名
市
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約

一
億
三
千
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は
約
一
億
三
千
万
円
、
そ

の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
新
潟
県
上
越
市
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

体
が
負
担
し
た
額
は
約
九
千
九
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
六
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
が
負
担
し
た
額
は

約
四
千
三
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
自
治
体
及
び
国
以
外
の
者
が
負
担
し
た

額
は
約
九
十
五
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
福
井
県
敦
賀
市
に
お
け
る
事
案
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
八
千
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
国

が
負
担
し
た
額
は
約
四
千
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
約
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
宮
城
県
村
田
町
に

お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
し
た
額
は
約
三
千
四
百
万
円
、
そ
の
総
事
業
額
に
占
め
る
割
合
は
百
パ
ー
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セ
ン
ト
で
あ
り
、
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
に
お
け
る
事
案
及
び
岐
阜
県
岐
阜
市
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画

に
基
づ
く
支
障
除
去
等
事
業
が
開
始
さ
れ
て
な
い
た
め
、
国
、
地
方
自
治
体
並
び
に
地
方
自
治
体
及
び
国
以
外
の
者
の
負
担

は
発
生
し
て
い
な
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

産
廃
特
措
法
は
、
平
成
十
年
六
月
十
七
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
分
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等

を
、
財
政
的
支
援
等
に
よ
り
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
産
廃
特
措
法
制
定
当
時
に

お
い
て
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
事
案
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
の
期
限
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
で
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

環
境
省
と
し
て
は
、
産
廃
特
措
法
制
定
時
に
お
い
て
同
省
が
把
握
し
て
い
た
平
成
十
年
六
月
十
七
日
よ
り
前
に
処
分
が
行

わ
れ
た
不
法
投
棄
件
数
約
四
百
三
十
か
所
の
う
ち
、
お
お
む
ね
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
程
度
が
産
廃
特
措
法
の
支
援
対
象

に
な
る
も
の
と
想
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

七



環
境
省
と
し
て
は
、
平
成
十
年
六
月
十
七
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
不
適
正
処
分
に
係
る
廃
棄
物
処
理
法
第
十
九
条
の
八
の

規
定
に
基
づ
い
て
講
じ
ら
れ
る
都
道
府
県
知
事
の
措
置
に
対
し
て
、
産
廃
特
措
法
失
効
後
に
お
い
て
財
政
的
支
援
を
行
う
こ

と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

環
境
省
と
し
て
は
、
「
同
法
の
十
年
間
の
期
限
を
延
長
す
る
」
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

八


